



























































































Conference on African Development: TICAD）の定期的な開催へと結実する⼀⽅で、知的な貢献としても、幾つかの斬新なイ
ニシャティブが⽣み出されている点は特筆に値しよう。それらは、“成果重視型”の⼿法の先駆となる1996年にOECDで採択され
た新しい開発の哲学『包括的開発枠組み（Shaping the 21st Century: The Contribution of Development Co-operation）』
の作成に及ぼした強い影響⼒、また、後に国際的に公式化される「⼈間の安全保障」とも親和性の強い考え⽅14、更には、国連



































す（War made the state and the state made war.）」との有名な歴史的な命題を提⽰する21。フクヤマもまた冒頭に紹介し
た著作の中で古代中国の秦（Qin）にみられる国家形成を引き合いに出してこの命題を例証した上で、近代（リベラル・デモクラ




















らずに持続的な平和を維持できるような構造を構築することである（action to identify and support structures which will





り、時間の経過による“持続的な関⼼の衰退（attention deﬁcit）”26 ― をも考慮すると途中で息切れする可能性は⼀層⾼くな
る。そのような中、近年、アフガニスタン、イラク、更には「アフリカの⾓」でのフィールド体験を経た者達からは、“地域社会
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